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口瞬ウ
トウモロコシサークリレ ≪コー ン楽店 ≫ 賞金 :6万円

者 :坂本 隆志

今回運良く優勝、V2を達成出来ました。本当にありがとうございました。

トウモロコシサークルでは前回からの継続である「残反の活用」の他、「報・連・相」や 「環境

問制 に対して私達なりに取 り組む事を今回のテーマにしました。前回の発表者である吉岡リー

ダーの波紋原稿にもありましたように改善発表会も回を重ねる度にサークル内に役割分担が出来

て来ました。各々がその役割にこだわりがある為、時にはぶつかりあうこともありましたが、それがいい意味の

緊張感になったと思います。また、発表者というのはプレッシャーがあってイヤなものですが、サークルで会議

すると必ず 1回 は腹を抱えて笑える瞬間がありました。そういうサークルの雰囲気が優勝の秘訣だったように思

います。次回は内容 ももっともっと研ぎ澄まされたものにしてV3目指して発表者の妹尾 さんをみんなでサポー

トしたいと思います。横山さんをはじめ、他サークルの方々にもいろいろご協力頂きました。

どうもありがとうございました。

遡夢,m世 鎮翻 冨主万12≫ 賞釜〒4躍者:森 ちか
今回の レモンの改善 として年間50万円の経費削減 をす るとい う目標で したが発表 までの 7ヶ

月でその 目標 を達成 することが出来 ました。これは前回の発表時の「今後の課題」で経費の見直

しを継続 してい くとい う目標 をはっきりさせていたので早い時期 か ら取 り組むことで実績を出す

ことが出来たと思います。又環境 をカンガエル としては紙の分別箱の設置 をして 日々皆 さんの協

力で分別してもらっています。
これからも先をみて何をしなければいけないのか ?を考えながら仕事を進めていきたいと思います。

穫髪ヨロ
'サ

クランボサークル ≪事務効率化》 賞金 :3万円
発表者 :西口 悦史

見事、3位になることができました。

今回は、あえてパソコンを使わず、OHPのみを使い、その画面も「見やすさ」に配慮 しました。

審査員の方の講評のなかで、そのことにコメントいただき、狙いが通 じたことが、たいへんうれ

しかったです。ありがとうございました。

審査員 :ア キレス帥 石倉様  オカモ ト棚 津田様  明和グラビア欄 平出様

「恥
」
「
マ
ナ
ー
」

電
車
内
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
映
画
館
内
で

携
帯
電
話
の
使
用
禁
止
は
普
通
だ
が
、
病

院
内
、
飛
行
機
内
で
の
使
用
は
殺
人
犯
に

な
る
。
院
内

の
人
工
呼
吸
器
な
ど
精
密
医

療
器
機
が
影
響
を
受
け
、
患
者
を
死
に
至

ら
し
め
る
。
又
、
携
帯
電
話
の
電
磁
波
が

心
臓
の
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
ゃ
、
航
空
機
計

器
に
誤
作
動
を
起
こ
さ
せ
る
。
．

現
代
は
、
ビ
ス
ト
ル
や
ナ
イ
フ
、
ヒ
素

で
も
殺
人
者
に
な

っ
て
し
ま
う
時
代
に
な

っ
た
。
知
ら
な
い
う
ち
に
怖
い
恐
ろ
し
い

時
代
に
な
っ
て
い
る
。
文
明
の
利
器
も
使

う
場
所
を
間
違
え
る
と
恐
ろ
し
い
武
器
に

な
る
と
い
う
実
例
で
し
ょ
う
。

日
本
人
の
文
化
は

「
恥
の
文
化
」
だ
と

教
ら
れ
た
。
外
国
人
は

「罪
の
文
化
」
で
、

神
様
の
前
で
契
約
す
る
事
で
す
が
、
日
本

人

の
思
考
と
行
動
力
の
原
理
は
、
他
人
の

前

で

「恥
」
を
か
か
な
け
れ
ば
良

い
と
い

う
こ
と
で
す
。
そ
の

「
他
人
■
と
は
、
自

分
を
知

っ
て
い
る
人
か
ど
う
か
で
す
か

ら
、
知
ら
な
い
土
地
、
外
国
、
満
員
電
車
、

病
院
、
レ
ス
ト
ラ
ン
の
中
は
、
顔
も
名
前

も
知
ら
な
い
赤
の
他
人
の
集
合
体
な
の
だ

か
ら
、
ど
ん
な
事
を
や

っ
て
も

「
恥
」
を

か
く
心
配
は
な
い
、
気
が
ね
す
る
心
配
も

な

い
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
又
、
日
本

人
は
キ
ラ
フ
レ
ル
。
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友

達
峰

彎
彊
倅
夕
楊
彊
耗
夢

中
国
よ
り
来
日
し
た
二
人
の
お
嬢
さ
ん
方
と
休

日
に
名
古
屋
港
の
水
族
館

に
行

っ
て
き
ま
し
た
。

メ
ン
バ
ー
は
、
私
と
私

の
子
供
た
ち

二
人

（
長

男

１０
歳
、
長
女

７
歳
）
と
中
国
よ
り
来
日
し
た
お

二
人
で
す
。

私
も
中
国
語
は
、
し
ゃ
べ
れ
ま
せ
ん
が
来
日
し

た
お
二
人
も
ま
だ
日
本
語

で
の
会
話
が
出
来
な

い

の
で
何

か
を
伝
え
る
と
き
は
、
す

こ
し
大
変

で
す

が
紙

に
漢
字
を
書

い
た
り
し
て
言

い
た

い
事
を

一

生
懸
命
理
解
し
よ
う
と
し
ま
す
。
言
葉
が
通

じ
な

い
と
言
う
事
は
、
か
な
リ

ス
ト
レ
ス
が
溜
ま
る
も

の
で
す
。
子
供
た
ち
が
ど

の
様

に
中
国

の
お
二
人

と
通

じ
合
う
か
を
見
て
い
ま
し
た
が
大
人
が
心
配

す
る
事
な
ん
て
ぜ
ん
ぜ
ん
無

い
様

で
す
。
手
振
り

素
振
り
で
何
と
か
通

じ
合

っ
て
入
る
様

で
す
。
お

か
げ

で
水
族
館

の
中

で
は
、
何
も
苦
労
す

る
事
が

無
く
案
内
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

そ
し
て
私
の
家

で
少
し
遅

い
昼
食
を
取

っ
た

の

で
す
が
、
家
で
待
機
し
て
い
た
家
内
の
方
が
緊
張

を
し
て
い
た
様

で
す
。
簡
単
な
昼
食
を
終
え
て
そ

れ
か
ら
近
く
の
公
園

に
行
き

い
ろ

い
ろ
と
遊
ん
だ

訳

で
す
が
、
終
始
子
供
た
ち
が
リ
ー
ド
し
て
中
国

か
ら
来
た
お
二
人
を
楽
し
ま
せ
て

い
た

の
か
本
人

達
が
楽

し
ん
で
い
た

の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が

ワ
イ

ワ
イ
キ

ャ
キ
ャ
と
楽
し
い
休
日
を
過
ご
し
て
い
ま

し
た
。
き

っ
と
子
供
た
ち
に
と

っ
て
は
、
中
国

の

お
友
達
が
二
人
も
出
来
　
最
高

）
ょ

つヽ

。

っ
た
事
で
，

の
日
に
な

感

謝
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うつめんそ食 と私
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磯
餞

『
つ

り

』

しれ るそ
かはのん

号象続危
え県で
でのか
きどい

加  まこメ

藤万
?ダ

雅 の 。が
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壕
鰊
颯
瘍
』
戦
袢
ぐ

『
料
理
教
室

』

料
理
教
室
に
通
い
始
め
て
１
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

週
に

一
度

の
習

い
事

で
す
が
、
飽
き
性
の
私
に
は
、

続
く
の
か
不
安

で
し
た
が
、
食

い
し
ん
坊
の
お
か

げ
？
で
、
楽
し
く
習

っ
て
ま
す
。
先
日
実
習
を
受
け

て
、
美
味
し
か
っ
た

『イ
カ
と
た
ら
こ
の
ク
リ
ー
ム

パ
ス
タ
』
を
紹
介
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

「
材
料
」
４
人
分
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

ロ
ー
ル
イ
カ

‐２０

ｇ
一　
た
ら
こ

‐００

ｇ
　
玉
ね
ぎ

‐００

ｇ

グ
リ
ー
ン
ア
ス
パ
ラ

‐００

ｇ
・　
パ
ス
タ

２００
～
２４０

ｇ

小
麦
粉

大
さ
じ
１
　
オ
リ
ー
ブ
油

・
塩

・
ヨ
ン
ョ
ウ

「
作
り
方
」

イ
カ
を
縦
３

皿
の
切
り
目
を
入
れ
て
か

ら
３
×
ｌ

ｃｍ
に
き
り
、
塩

・
コ
シ
ョ
ウ
を
少
々
。
自

ワ
イ
ン
が
あ

っ
た
ら
、
大
さ
じ
１
か
け
て
お
く
と

”
８
０
。
玉
ね
ぎ
を
繊
維
に
逆
ら
っ
た
ス
ラ
イ

ス
。
ア

ス
パ
ラ
ガ
ス
を
斜
め
薄
切
り
に
し
て
ゆ
で
る
。
途
中

で
パ
ス
タ
を
出
来
上
が
り
に
合
わ
せ
て
如
で
上
が
る

よ
う
に
し
ま
す
。

フ
ラ
イ
パ

ン
に
オ
リ
ー
ブ
油
大
さ

じ
１
を
熱
し
、
イ
カ
を
炒
め
て
取
り
出
し
、
そ
の
フ

ラ
イ
パ
ン

（洗
わ
な
く
て
も
ＯＫ
）
に
オ
リ
ー
ブ
油
大

さ
じ
１
を
足
し
、
玉
ね
ぎ
が
透
明
に
な
る
ま
で
炒
め
、

火
を
止
め
、
小
麦
粉
大
さ
じ
１
を
入
れ
粉

っ
ぽ
さ
が

無
く
な
る
ま
で
炒
め
ま
す
。
牛
乳
４００

ｃｃ
を
３
～
４
回

に
分
け
て
入
れ
る
の
で
す
が
、
入
れ
る
時
は
火
を
上

め
た
ま
ま
入
れ
、
混
ざ

っ
た
ら
火
を

つ
け
て
１
～
２

分
加
熱

（注
意
！
焦
げ
な
い
よ
う
に
混
ぜ
な
が
ら
加

熱
し
て
下
さ
い
。
）
を
繰
り
返
し
ま
す
。
良
く
混
ざ

っ

た
所
へ
た
ら
こ
の
中
身

（薄
皮
を
取

っ
て
）
を
入
れ

て
ま
ぜ
ま
す
。
火
を
弱
め
イ
カ

・
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
を

い
れ
て
塩

・
コ
シ

ョ
ウ
で
味
を
整
え
ま
す
。
繭

で
た

パ
ス
タ
を
加
え
ソ
ー
ス
と
か
ら
め
て
出
来
上
が
り
で

す
。

と

っ
て
も
お
い
し
い
の
で
、
作

っ
て
み
て
下
さ

い
。

他

に
美
味
し
い
料
理
が
あ

っ
た
ら

ぜ
ひ
教
え
て
下
さ

い
。
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粽 饉颯    蝙蠍颯蜀隷
｀
「だから、あなたも生きぬいて」

今回はフリーということで現在 ミリオンセラーであるこの本の読後感 を書 きます。

この本は 4月 25日 あたりの中日新聞に載 っていて、著者の変わったというか、無茶苦茶な経歴 を読んで、大

変興味を持 ったのでこの本に決めました。

簡単な内容 は現在著者 は34歳であるがその人生 の中で、中 2の転液 を境にいじめられ、割腹自殺を図リー命

を取りとめる。その後非行に走 りやくざと知 り合 い、 16歳で極道の妻 となり背中に刺青を入れ る。す ぐに離婚

しホステスをやっていたところで客の大平浩二郎氏と出会い立ち直り、猛勉強の末司法試験に一発合格 し、現在

弁護士 をしているという、目茶苦茶な経歴である著者の、その時その時の 心境 と共に書かれている作品である。

私 と少なか らずとも同じ境遇 を持 っている。例 えばいじめもそうだし、自殺も考えたことがあるし、大 きな挫

折 も経験 したことがある。そんな時いつ もそばにいて くれたのが母である。だから私は母には頭が上が らない。

著者も大平浩二郎 とい う良きア ドバイザー、大 きな存在がいたからこそ立ち直れたんだ し、弁護士 とい う新たな

道 も見えて きたんだと思 う。

私はこの著者は人間的にものすごく強い人物で あると思 う。なぜなら、いくつ も挫折 を味わいそれを乗 り越 え_
てきているから。挫折を乗り越えてきた私にはわかる。

谷 澤 享

「いかにして自分の夢を実現するか」 ロバー ト・シュラー 稲盛和夫 監訳

陵 」この心地よい言葉は、人生への糧であると私は思う。

多くの人が、幼いときに何に成るかよく夢見たものです。併し、その中のどれだけの人が自分の夢を叶える事が

出来たでしょう。夢を掴む為に人は情熱を注ぎ、有 りとあらゆる方法(自 身、知性、直感、本能)を信じて努力す

るのです。

著者が長い牧師経験の中で拘わりあらた、夢を掴んだ人 (成功者、勝者 )、 失敗 した人 (脱落者、敗者)の
色々な人々のいきざまが書いてあるのですが、夢を掴む事の出来た人に共通して言える事は、何事にも、積極的

に考えると言うことです。
私は、元来、行動を起こす時、何時もネガティブな面とポジティブな面の両面を考えてしまうのです。失敗す

れば、自分に都合のよい理由をつけ、体裁を繕い、自分を慰める事が多々ありました。自分が「こうしたい」、

と思っていた事に不安や疑念が有ったのでは、10υ ―ヾセントいや110パ ーセントの努力は出来ないのです。

ことわざに「商人 (あ きんど)は矢の下くぐれ」とあるように、これからは、積極的思考で前向きに行きたいと

思っています。著者が、強い願望は必ず物事を成就 させる、併し私利私欲に満ちたものであれば、周囲の理解 と

支持を失い、孤立して、物事はけっして長読きしない。と書いているがこの言葉を心に刻んで。
近藤 謙

大平光代 著

上
海

胸
生
活

こ
ち
ら
で
も
梅
雨
は
あ
り
ま
す
。
雨
の
振
る

日
も
多
く
な

っ
て
き
ま
し
た
。

先
々
月
と
同
様
、
今
月
か
ら
は
台
湾
の
子
供

服
会
社
で
の
研
修
へ
行

っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

今
回
上
海

で
の
通
勤
風
景
を
お
伝
え
し
ま
す
。

（日
報
の
ネ

タ
に
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
が
）

ま
ず
違
う
と
こ
ろ
と
い
え
ば
、
自
転
車
で
す
。

自
転
車
王
国
と
中
国

の
方
自
身
が
言

っ
て
い
ま

し
た
が
、
上
海
に
は
車
道
、
歩
道
の
間
に
、
ち

ゃ
ん
と
自
転
車
用
道
路
が
あ
り
ま
す
。
以
前
書

い
た
と
思

い
ま
す
が
、
自
転
車
に
対
す
る
警
察

の
取
り
締
ま
り
も
あ
り
ま
す
。

（罰
金
制
）
そ

の
せ
い
な

の
か
、
自
転
車
道

の
秩
序
は
車
道
と

違

い

一
定

の
ペ
ー
ス
で
ゆ
っ
た
り
と
流
れ
て
い

る
よ
う
に
見
え
ま
す
。

凄
い
の
は
自
転
車

の
荷
台
に
乗

っ
て
い
る
物

で
市
場

か
ら
来
た
籠

い

っ
ぱ

い
の
鶏
が
く
く
り

つ
け
ら
れ
た
り
、
人
間
な
ら
ぬ
頭
か
ら
真

っ
二

つ
に
し
た
豚
と
２
人
乗
り
し
て
い
る
人
も

い
ま

す
。
こ
れ
ぞ
中
国
で
し
ょ
う
。
こ
れ
ら
の
多
彩

な
通

勤

ラ

ッ
シ

ュ
の
中
、
私
は
均

一
、　
〓
冗

（Ｂ
円
）
の
バ
ス
に
乗

っ
て
明
日
も
出
勤

で
す
。

果
た
し
て
日
本
で
通
動
す
る
の
と
ど

っ
ち
が

良

い
か
と

い
え
ば
、
何
が
起

こ
る
か
わ
か
ら
な

い
上

海

の

ほ
う
が

あ
る
意

味
飽

き
な

く
て
良

い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
！



１
日
肉

ア
ル
フ
ァ
ー
フ
ー
ド

‐６
時
００
分
～

３
日
田

第

一
土
曜
体
み

服
部
さ
ん
誕
生
日

服
部
さ
ん
＆
石
川
さ
ん

結
婚
式

（お
幸
せ
に
！
）

５
日
同

志
会
　
　
　
　
１５
時
３０
分
～

Ｂ

Ａ

Ｓ

Ｅ

Ｂ

Ａ

Ｌ

Ｌ

丹

後

球

場

‐７
時
３０
分
～
２０
時
３０
分

‐０
日
０

第
二
土
曜
休
み

‐１
日
０

ア
コ
モ
さ
ん
結
婚
式

＝
時
００
分
～

‐２
日
０

田
丼
村
さ
ん
誕
生
日

浅
見
さ
ん
誕
生
日

‐３
日
ω

誕
生
会
　
　
　
１２
時
００
分
～

‐５
日
内

改
善
会
議
　
　
１８
時
３０
分
～

‐６
日
働

大
橋
さ
ん
誕
生
日

‐７
日
０

一塞
二
土
曜
休
み

‐９
日
０
　
四
川
義
信
一又
化
用
品
公
司
訪
問

２４
日
０

第
四
土
曜
休
み

２６
日
０

経
営
会
議
　
　
７
時
３０
分
～

営
業
会
議
　
　
１７
時
００
分
～

２７
日
ω

生
産
会
議
　
　
１８
時
００
分
～

２８
日
因

編
集
会
議
　
　
１７
時
４５
分
～

7日 月 火 水 木 金 上 8日 月 火 水 木 金 土

日 月 火 水 木 金 土 10日 月 火 水 木 金 土

11日 月 火 水 木 金 ■ 12日 旦 火 水 木 金 ■

‐‐‐‐‐‐５
・
‐‐
２

‐９

‐‐２６

４
‐１
‐８
２５

３
‐０
‐７
２４
３‐

２
９
“
２３
３。

１
８
一“
２２
２９

７
●
２‐
２８

．０
一

‐２。‐
π

■
〓
“
２２
２
・

７

‐４

２‐

２８

６

‐３

２。

２７

５

‐２

‐９

２６

４

‐１

‐８

２５

３

‐０

‐７

２４

３‐

・藝
・０
お
・曽
・“

７
И
２‐
器

６

‐３

２０

２７

５

‐２

‐９

２６

４

‐１

‐８

２５

３

‐０

‐７

２４

３‐

２
一９
１６
２３
３０

一
一
・一
・２
・”

２
・一
・■
・盤
３０

１
８
“
２２
２９

７

‐４

２‐

２８

６

‐３

２０

２７

５

‐２

‐９

２６

４

‐１

‐８

２５

一３
・一
・７
・Ｚ

２
一９
報
・郷
・“

１
８
‐５
２２
”
・

７

‐４

２‐

２８

６

‐３

２。

２７

５

‐２

‐９

２６

４

‐１

‐８

２５

・一
■
・‐‐７‐一２
一一

一４
一■
１８
・お
・

０
‐０
‐７
２４

２

９

‐ ６

２３

３。

１

８

‐ ５

２２

２９

７

‐４

２‐

２８

６

‐３

２０

２７

春
・撃
０
お
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櫂
集
後
讃

５
月
は
、
ゴ
十

ル
デ

ン

ウ
ィ
ー
ク
、
改
善
発
表
会
、

社
員
旅
行
な
ど
が
あ
り
あ

っ
と
い
う
間

に
過
ぎ
て

い

っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

早
い
も
の
で
、
私
が
森

松

に
入
社
し
て
１
年
が
経

ち

ま
し
た
。
相
変

わ
ら
ず

私

は
、
駅
か
ら
会

社
ま

で

約

１５
分

の
道

の
り
を
徒

歩

で
通

っ
て
い
ま
す
。

社
会

人
に
な
り
運
動

を

す

る
事

が
無

く
な

っ
た

私

に
と

っ
て
は

、
こ

の
往
復

が
今

で
は
良

い
運

動
に
な

っ
て
い
ま
す
。

4


